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 ５月２４日（土）は晴天に恵まれ、

大変素晴らしい環境で運動会を行うこ

とができました。たくさんのご来賓や

保護者、地域の皆様にご来校いただき

大変感謝しています。 

今年は「最後まで力いっぱいがんば

ろう」のスローガンのもと、６年生の

紅組白組の応援団長を中心に力いっぱ

い競技や演技に取り組みました。得点

競技のリレーや団体競技では紅白とも

互いに譲らず、最終的には１０点の僅

差で昨年に続き白組が優勝旗を手にす

ることができました。準優勝になった

赤組も力いっぱいできたので悔いは無

かったと思います。ダンス・表現の演

技では１・２年生が「ＧＵＴＳ！ガッ

ツ」、３・４年生が「ファンタジーワー

ルド」、５・６年生が「七小ソーラン ２

０１４」を披露いたしました。たくさ

んの声援をいただき、子供たちも充実

感を味わったと思います。 

 （第七小校長 須崎和英） 

  

 小曾木第一保育園卒園式  

３月２２日、小曾木第一保育園 

として最後の卒園式、そして新園 

舎で初めて行う卒園式を経験する 

こととなった１８名のお友だち。 

その姿を見守る保護者の方々、そ 

して職員も例年とは違う様々な想 

いで包まれる卒園式となりました。 

緊張しながら、でも生き生きとした表情で羽ばたいていくみんな。大

きく大きく育ちますように！（内海雅子） 

 小曾木第二保育園卒園式  

3 月２２日、小曾木第二保育園 

として最後の卒園児が、思い出を 

胸いっぱいに詰めて巣立って行き 

ました。卒園後、解体されてしま 

う園舎とのお別れも惜しみながら 

の卒園式となりました。１６名の 

卒園児はいくつかの小学校に分か 

れますが、第七小学校へは 4 名が 

入学しました。（菅原幸子） 

 おそき保育園入園式  

４月１日、小曾木第一・第二保 

育園が一緒になり“おそき保育園” 

としてスタートしました。 

第一園から６０名、第二園から 

３３名、新入園児１９名を迎え、 

１１２名のお友だちが、小曾木の 

山々に元気な声を響かせながらあそびます。お散歩も大好きなみん

な。小曾木の皆様にご迷惑おかけすることもあるかと思いますが、ど

うぞよろしくお願いいたします。（内海雅子） 

小曾木老壮大学 

創立４８年の歴史を有し、市内に６校ある老壮大学

の中でも霞老壮大学に次いで古い学校です。 

今年の在学生は６２名。４月の開校式からはじま

り、５月スポレク大会、６月合唱教室、７月切り絵、

９月研修旅行（行先検討中）、10 月創立記念式典、

11 月七小郷土資料室見学、12 月講演会「おもちの

ないお正月」、１月新年祝賀会（多喜山館）、２月講演

会「趣味の園芸」、３月閉校式と多彩な内容で「人と 

  話す楽しみと、もの 

を考える楽しみと、 

人と協力する楽し 

みをもって、たゆま 

ず自己研鑽に努め 

よう」との研修方針 

をめざし活動して 

います。 

保育園卒園式・入園式 第七小 運動会 

市民センターが

活動場所です。会

費は年間 1800

円。小曾木地区内

高齢者クラブ加入

者は 1200 円。小

曾木地区内はもと

より、地区外の居

住者でも入学可能 

です。26 年度、地区外の加入者は９名です。 

5 月 21 日、スポーツ・レクリエーション大会を 41

名参加でおこないました。あいにく朝から雨でしたが、

ペットボトルボーリング、輪投げ、お宝さがしなどで 1

日を楽しみました。 

年度の途中でも入学できます。お問い合わせは電話

74-4302 学長川鍋まで。（川鍋幸三郎） 


